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なっている。福井県の特色として，県外での就職よ
り県内での就職を希望する者が多いこと，離職者が
少なく失業率も低いことがあげられる。

図1に電気工事の職種における有効求人倍率（2）を
示す。福井県の全体の有効求人倍率は「1.0～2.0倍
程度」で推移しているのに対して，電気工事の場合
は「約7～12倍」で推移しており，電気工事の職種
に関する求人需要が高く，深刻な人材不足となって
いる（3）。
当センターの電気設備技術科修了生の就職先につ

いては，約4～6割の者が電気工事に関する仕事に従
事している。20代の若手のみが進んでいるわけでは
なく40代や，少しではあるが60代も従事している。
直接的な電気工事の仕事や設備設計や点検といった
業務のほか，電気工事の際の警備をする仕事も求め
られるため，幅広い年齢層での就職が可能となって
いる。
しかしながら，電気工事関連の事業主団体や企業

からは，企業へのフォローアップ調査やニーズ調査
等から，以下に示す課題をいただいている。

１．はじめに

1－１.　福井県の求人状況や電気工事業関連企業を
取り巻く情勢

ポリテクセンター福井（以下，当センターとい
う。）の電気設備技術科では，仕上がり像ＡとＢの
組み合わせで訓練を実施し，定員は15名の積み上げ
式である。仕上がり像Ａでは「電気設備工事ができ
る」，仕上がり像Ｂでは「シーケンス制御回路およ
び消防設備の設計・施工，ＰＬＣ制御回路の設計
ができる」の知識・技能の習得を目標に訓練を行
い，入所月は7月，1月（橋渡し訓練については，6
月，12月）である。訓練生のほぼ全員が第二種電気
工事士を受験し，合格率もほぼ100％となっている。
修了生の約4～6割の方が電気工事分野へ就職してい
る。第二種電気工事士の資格関係や就職先を鑑み
て，電気工事に対して関心があることが分かる。
表1に有効求人倍率の推移（1）を示す。福井県と全
国における有効求人倍率の推移となっている。福井
県においては，全国平均を大きく上回る数値となっ
ている。全国の中でも社長の数が1982年～2019年の
38年連続でトップとなっており，そういった面から
多くの企業が存在するため必然的に求人数も多く
なってくる。しかし，単に求人数が多いから有効求
人倍率が高いだけではなく，失業率も低くなってい
る。国内シェアの9割を占める眼鏡フレーム関係や
繊維関係の大手企業の集積のほか，中小企業も多く
存在し，そのほとんどにおいて転勤等がない企業と

表1　有効求人倍率の推移
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ないが，住宅配線関連に就職するにあたっては，他
業種との連携もあるため，身につけておくべき知識
だと考える。しかしながら，電工板は仮想の模擬家
屋ということもあり，訓練生の習熟度や仕事への活
用などは考慮されていなかった。いわば，電工板に
よる電気工事の訓練は実際の現場での仕事を想定し
たもの（模したもの）であり，実際の現場で行われ
ている隠ぺい配線や壁や屋根裏等の狭空間での作業
は体験することができない。現場での難しさや困難
さ，そして，創意工夫を体感・習得することはでき
ない。そこで，訓練生の習熟度や仕事への活用およ
び実際の現場を想定した隠ぺい配線を行うことがで
きる「模擬家屋の製作」を行い，実際の現場におけ
る電気工事の作業を訓練に適用することを考えた。
実際の現場での作業環境で訓練を実施することに
よって，即戦力人材を育成することができると考え
た。施設内訓練でありながら，実際の現場を体験で
きる取組として「施設内デュアル訓練」と命名し，
取り組んだ。

①電気工事の技術者を輩出し，慢性的な人材不足
である福井県の電気工事業に貢献してほしい。
②技術を学んだだけの人材ではなく，即戦力を輩
出してほしい。
③未経験者でも人のなりわいに必要不可欠な電気
工事業に魅力を感じる人材を輩出してほしい。
これらのいただいた課題要望から日々，関係省
庁・団体等取り組み（4）（5）を調査し，訓練に反映・見
直しを実施した。福井県の産業，特に電気工事業に
どのようにしたら貢献できるかを模索し続けてき
た。

１－２.　電気設備技術科における電気工事関連訓練
の現状と課題

図2に電気配線の様子（以前）を示す。電気設備
技術科の電気工事の訓練では，①1カ月目：電気理
論，器工具使用法と関係法規，②2カ月目：電工板
を用いた各種工事演習，③3カ月目：太陽光発電シ
ステムおよび住宅配線の流れで実施していた。住宅
配線については，当センターには模擬家屋もなく2
カ月目に使用する電工板の上に天井を模した木材
を置き，電工板を壁（2面のみ）と想定して実習を
行っていた。その際，電気配線の基本である「隠ぺ
い配線」の練習も兼ねて，壁や天井の一部にのみ石
こうボードを貼り，石こうボードの開口の実習を
行っている場合もあった。実際の仕事において，石
こうボードの施工等については電気工事の仕事では 図2　電気配線の様子（以前）

図1　電気工事の職種における有効求人倍率
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２-２.　住宅配線訓練
訓練は，「住宅配線（施工1）」および「住宅配線

（施工2）」の2ユニット（6日間）を通して行うこと
とし，以下（1）～（7）の流れに沿って実施してい
る。施工の順番は現場のやり方とは一部変更してい
るが，住宅配線の一通りの施工を経験できるように
している。
2グループに分け，班長（リーダー）を選定し，

その指示の下，設計から施工までを訓練生のみで
行っている。

（1）部屋の想定，電気配線設計（単線図，複線図）
（2）電気配線工事
（3）内装施工
（4）外装施工
（5）床貼り，器具の取り付け
（6）竣工検査
（7）通電試験

（1）部屋の想定，電気配線設計（単線図，複線図）
グループごとに，部屋の用途（キッチン，リビン

グなど）を決め，実際にどのような器具が必要か，
どの位置に配置すると望ましいかなどの調整を行
う。器具の配置等が決まると単線図の設計を行う。
分岐回路については，グループごとに適切に選定
し，ジョイントボックスの個数についても作業の効
率を考えながら選定を行う。図4は訓練生が実際に
作成した複線図である。

2． 電気設備技術科における施設内デュアル 
訓練の取組

前章で述べたように電気設備技術科において実
際の現場を再現した実習環境の整備およびコミュニ
ケーション能力の習得，現場進捗管理・工程管理，
安全配慮を組み込んだ課題として，模擬家屋を訓練
生グループで製作するカリキュラムを構築した。実
際の現場を再現した訓練課題を適用することで即戦
力および未経験者でも人のなりわいに必要不可欠な
電気工事業に魅力を感じる人材を輩出して，福井県
の電気工事業に貢献できると考えた。

２-１.　模擬家屋の製作
図3に示す模擬家屋の躯体の製作を行った。福井
県では，湿気が多く，住宅のほとんどが木造家屋と
なっているため，製作する家屋は木造家屋とするこ
ととした。定員15名での訓練を想定して，1グルー
プ7～8名で作業できるよう，2部屋（約3帖）とし
た。天井高さも安全を考慮して，1.8ｍにし脚立を
使用しても安全作業ができるようにした。また，見
学会などで来訪者が見られるように部屋の一部を開
放型とすることとした。

図3　模擬家屋の躯体

図4　複線図（一部抜粋）
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（3）内装施工
図7のように内装施工では，石こうボード貼り・

パテによる穴埋め作業・石こうボードの開口・ク
ロスののり付け・クロス貼りまで一連の作業を行
う。この施工は電気工事の仕事では行わないもので
あるが，電気配線の業務において必須な項目であ
り，他業種の者がどのような仕事をしているか知る
ことも重要だと考え，訓練内容に取り入れた。訓練
生や修了生からは，「こんなに難しいものだとは思
わなかった」，「実際に石こうボードの取り付けやク
ロスを貼ることでとても勉強になった」「電気配線
の仕事で同じような現場で作業することがあり，事
前に勉強していて作業に困らなかった」という声が
ある。電気配線工事でのミスは工事の遅れにも影響
し，その後の内装施工にも影響があることを確認で
きる電気配線工事や図面の重要性も同時に知ること
ができる。

（4）外装施工
図8のように外装施工では，断熱材の取り付け・

防水シート・外壁工事・コーキング施工までの一連
の作業を行う。この施工も内装施工と同様に電気工
事の仕事では行わないものであるが，電気配線では
必須な項目であるため，訓練に取り入れた。外装施
工がどのようにされているかを知ることで就職した
際にも役立てることができる。

（2）電気配線工事
単線図，複線図を基に，ケーブルの支持や電気配

線工事を行う。図5に「ＫＹＴ」の様子を示す。通
常の訓練とは異なり，複数名での作業や天井が付い
ている状態での作業を考慮した「ＫＹＴ」を実施
し，安全作業の周知・確認を徹底している。
図6に「電気配線工事」の様子を示す。通常の訓
練（電工板の工事）とは異なり，器具が見えない中
での配線や多くのケーブルを支持するため，ここで
単線図や複線図の重要性・必要性を再確認すること
ができる。また，ジョイントボックス内の結線も天
井裏ということもあり，作業のしにくさについても
訓練中に知ることができる。また，電工板の場合は
個人での作業であるが，グループでの施工というこ
ともあり，周りとの連携を図るためにコミュニケー
ション力も身につけることができる。

図5　ＫＹＴの様子

図6　電気配線工事

図7　内装施工
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3． 電気設備技術科における施設内デュアル 
訓練の効果

模擬家屋を用いた電気配線については，令和元年
度から訓練に導入することとし，準備してきた。試
行錯誤をしながらの訓練であったため，訓練当初は
使用機器も少なかったが，訓練生にアンケート等を
行い使用機器も増やした結果，より完成度の高い訓
練を実施できるようになった。完成後はすぐに解体
せず，訓練コース見学会時の施設見学で使用し，求
職者に訓練をイメージしてもらえように活用してい
る。また，図10のような「模擬家屋の作業」をまと
めたパネルも設置しており，模擬家屋解体後も求職
者に作業をイメージしてもらえるように工夫している。

	

（5）床貼り，器具の取り付け
内装の仕上げとして，床貼りを行う。実際の工事
ではくぎ打ちによる固定を行うが，当センターでは
訓練材料の再利用の観点から，ビス止めによる施工
としている。最後に，スイッチやコンセントなどの
器具の取り付けを行う。適当に取り付けを行うので
はなく，水平器を用いて適切に取り付けを行う。
（6）竣工検査
竣工検査としては，目視点検，絶縁抵抗測定，接
地抵抗測定，導通試験の4つがあるが，接地抵抗測
定については，接地工事を実施できる場所が当セン
ター内にないため，その他の3つの検査を実施する。
2カ月目にも同様の検査を電工板で行うが，ケーブ
ルが露出しているため，仕事での実感があまり湧か
ないが，この住宅配線の場合，ケーブルが全て隠ぺ
いされているため，より実践に近い形での検査が行
える。まれに導通試験にて配線ミスが発覚するが，
図面の読み間違いや書き間違いなどによるもののた
め，それも仕事に就く前に習得することでより技術
や知識の向上につながる。
（7）通電試験
通電試験にてコンセントの極性確認・電圧チェッ
ク・照明の点灯確認を行う。この作業も2カ月目の
電工板による訓練で確認済みであるが，ケーブルが
隠ぺいしてある状態では初めて行うため，実際の現
場における電気工事に近い形での実施になる。

図8　外装施工

図9　模擬家屋の完成図

図10　模擬家屋のパネル
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たいという強い思いを抱く求職者も少ないと考えら
れる。
そこで，当センターでは，職業訓練の募集に際

し，大きな作戦変更を実施した。職業訓練の質を広
報するだけでなく，その仕事の魅力を発信すること
に力を入れることとした。
電気工事業は，福井県のみならず，全国各地で，

なくてはならない職種であり，地域に光をともす，
やりがいのある仕事であること，業界は後継者・従
業員不足に悩んでおり，多数の求人があること，福
利厚生も充実していること，をあらゆる機会で発信
していくこととした。
福井県電気工事工業組合と共同で，電気工事業

の仕事のＰＲを求職者へ実施するとともに，当セン
ターに入所した訓練生へ個別企業説明会を実施し，
電気工事業の魅力を発信することで，就職率を向上
できると考えた。これらの取組を人材育成研究会と
して実施し，入所率の向上，就職率の向上，そし
て，多くの訓練生を電気工事業界に輩出することで
福井県の電気工事業関連産業の発展に貢献できると
考えた。

4-１.　福井県電気工事工業組合との連携による訓練
生確保および電気工事業の担い手確保の取組�

令和元年度から2年間，福井県電気工事工業組合
と協力し人材育成研究会を実施した。令和元年度の
当初は，新人社員研修として電気工事の基礎や法令
関係など電気工事に従事するために必要な基礎知識
を学べるセミナーの開発や脚立や工具類などの安全
教育をメインとしたセミナーの開発を計画し，人
材育成研究会を実施していたが，そもそも人材確
保（若手も中途も含む）に困っており，そちらの方
が優先度は高いなどの声が上がった。そこで，セミ
ナーの開発を行うのではなく，人材確保に関する取
組を行うこととした。
まず，人材育成研究会で行った人材確保の取組

としては，当センターの訓練生を対象に電気工事業
界の仕事紹介をすることとした。求職者目線の場
合，電気工事がどのような仕事をしているのか不明
であったため，人材育成研究会の参加企業と連携し

さらに，企業説明会等で来所された企業の方にも
見ていただいているが「ここまでやっているとは思
わなかった」「資格試験だけでなく，実践に学べる
のはいい」といった声もいただいている。実際に求
人の数も増加し，本取組後，常に就職率は85％以上
となっている。また，正社員就職率も80％以上であ
る。
図11は，電気設備技術科の入所率の推移を示す。
本取組を導入する平成30年度までの段階では，40～
60％程度の低い入所率となっている。実践的な訓練
を実施するために「模擬家屋」を取り入れることに
よって，100％近くまたは100％を超える入所率にす
ることができた。この入所生のほとんどが訓練コー
ス見学会に参加した者となっており，実際に完成し
た模擬家屋を見ることによって，電気工事の仕事の
魅力を知り，興味を持ってもらえたのではないかと
考えている。また，福井県電気工事工業組合の役員
の方または傘下企業の方に本取組について監修をい
ただいた。本取組の有効性について好評価をいただ
いた。さらに福井県の電気工事業界発展のため，電
気設備技術科訓練生の習得度向上のために協力した
い旨の言葉をいただいた。

4． 仕事の魅力を全面に出した訓練生募集活動
と電気工事関連産業への貢献

訓練生の募集に際して，質のよい職業訓練を受講
して，就職に結びつくという案内を求職者に実施し
てきた。しかし，求職者は，初心者であり，訓練の
先に想定される仕事の実際や魅力を全く想像できな
いことがわかった。よって，いくら，当センターで
実施している職業訓練コースの質の高さをアピール
しても伝わらない。訓練で想定している職業に就き

図11　電気設備技術科の入所率の推移
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4-２.　電気工事業を営む事業所を講師とした個別
企業説明会と現場見学会の実施

図13に個別企業説明会の様子を示す。当センター
の訓練生（電気設備技術科およびビル管理技術科
の2科）を対象に令和3年度から「個別企業説明会」
を実施することとした。電気工事業を営む事業所を
講師とし，2週間に一社のペースで実施している。
求人内容の説明だけではなく，電気工事業の魅力，
仕事のやりがい，実際の現場での仕事の詳細につい
てきめ細かく，説明していただいている。
図14に現場見学会の様子を示す。「個別企業説明

会」で説明していただいた企業の現場見学も実施し
ている。実際に見学ができることで就職する前に仕
事のイメージや会社の雰囲気をさらにつかむことが
できる。
令和3年度の5月から実施し始めたばかりで，ま

だ訓練生の就職まではつながっていないが，実施後
の訓練生の声を聴くと「電気工事業は生活に欠くこ
とのできない仕事である」「福井に光を届ける仕事
という現場の方の言葉に感銘を受けた」「会社を実
際に見られるのでとても参考になる」「実際に働い
ている方の様子も見られるのでイメージしやすくな
る」など，とても良いという意見が出ている。ま
た，企業側からも「当センターを知らなかったの
で，このような機会をいただけて良かった」「意外
と実践的なことをやっていてびっくりした」など訓
練生同様に意見もいただいている。
デュアル訓練の特徴は企業実習で仕事の魅力を理

解し，実際の現場を把握することにある。また，訓
練生と企業側が相思相愛であれば，そのまま，就職
につながるメリットがある。当センターの電気設備
技術科では，企業実習の代わりとして，福井県電気
工事工業組合と共同で個別企業説明会と見学会を開
催することにより，企業実習と同等の効果を実現し
た。求人についてのみを語るのではなく，仕事の魅
力や現場の実際を語って，見学させていただくこと
により，訓練効果に好影響を与えている。

て図12に示すリーフレットの作成を行った。コンセ
プトは「独立して企業できる」と「女性が活躍でき
る」の2点とした。独立までのプロセスや，女性の
求職者にも興味を持ってもらえるように，どのよう
な業務を行っているのかといった内容を掲載した。
リーフレットは，県内ハローワーク（6カ所），ふ
くい若者サポートステション，ふくいジョブステー
ション，ふくい女性活躍支援センターに専用ラック
を設置している。このリーフレットについては，こ
の1回のみではなく継続的に作成していくこととし
ている。第2弾は「若手社員の活躍」「ポリテクセ
ンター修了生の活躍」の掲載を考えて企業との調整
を進めている。
リーフレットの効果としては，当センターの訓
練生募集をメインにした内容とせず，電気工事業の
仕事の魅力を全面に打ち出したことにより，求職者
へ電気工事業の将来性や，やりがいを訴求できたと
考えている。模擬家屋を訓練に取り入れただけでな
く，この取組も訓練生の応募に多大なる好影響を及
ぼしたと考えられる。

図12　作成したリーフレット
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た。その結果，企業等側からも賛同が得られ，多
くの求人をいただいた。

２　福井県の電気工事業は慢性的な人材不足となっ
ている。また，当センターの訓練生募集について
も苦慮しているところである。求人があっても応
募しない理由として，その職種の未経験者である
求職者はその職種のことをイメージできないこと
があげられる。まずは，電気工事業の仕事の魅力
を発信することを第一としたリーフレットを作成
し，職種についてイメージできる広報をすること
とした。その結果，電気設備技術科の応募者につ
いて，90％以上の充足率を確保することができた。

３　当センターの電気設備技術科において，個別企
業説明会を開催し，福井県電気工事工業組合から
企業を派遣してもらい，求人の説明と電気工事業
の仕事の魅力を訓練生に伝えていただいた。この
取組により就職率85％以上，正社員就職率80％以
上を維持している。
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5．おわりに

当センターにおける電気設備技術科では，電気工
事業の事業主団体や企業と密接に関わり業務を展開
してきた。その中で当センターへの期待は大きい。
企業側は，現場に即した訓練を実施し，即戦力また
は電気工事業界に魅力を感じる未経験者を求めてい
る。本取組を施設内デュアル訓練と命名し，現場に
おける訓練の導入，実際の現場の魅力と厳しさ，求
人内容の理解のための個別企業説明会の実施と見学
会の実施，広く求職者に電気工事業の魅力を発信す
ることにより，さまざまな好結果を得ることができ
た。得られた成果は以下のとおりである。

１　電気設備技術科における訓練では，以前より，
電工板を用いた訓練を実施してきた。電気工事の
資格取得，基礎技術を学ぶには十分であるが，実
際の現場環境を想定したものではないため，企業
等側が求めるスキルと差がある。そこで，施設内
デュアル訓練と名付けて，実際の家屋における配
線・電気工事業務を経験できる訓練内容を構築し

図13　個別企業説明会の様子

図14　現場見学会の様子


